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通常のGCl･Ⅰとは平均場の取り方が異なっていることに注意.
この系に操作を加えることを考える｡
部分秩序相(初期条件により､クラスターの個数の異なるさまざまなアトラク
タが共存するパラメータ領域)では､系に ｢適当な大きさ｣のノイズを ｢長時
間｣加えると､シングルクラスターのアトラクタに落ち込むことがあることが
分かった｡また､その際の遷移の仕方が､階層的になっていることも分かった｡
ノイズを入れる要素の数を変化させて調べたところ､部分的にノイズを入
れると､ノイズを入れたところがまとまる傾向が見られた｡
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｢非平衡系の新局面一運動 ･機能 ･構造-｣
シングルクラスターアトラクタへの遷移の仕方の例
上から下の方へと遷移する｡(Ar-50のときの例)
クラスター数 分割の様子
4 /47/1/1/1
3 /48/1/1
り /49/1
上に見るように､全体に一様なノイズを加えるという操作を行なった場
合､シングルクラスターに落とすことができた｡また､ノイズを入れる長さ
を変えることによって､アトラクタ間に順序構造があることがわかった｡
また､別の操作として､最大クラスターの要素1つに摂動を加え続けるとい
う操作を行なった場合､4等分の分割のクラスターに落とすことができた.
これは､操作を加えなかった時や､全体に一様なノイズを加えるという操作
の時には見られなかったアトラクタである｡
操作を加えることによって､非常にベイシンの狭いアトラクタに遷移させ
ることができ､また､操作の違いによって､異なったアトラクタに遷移させ
ることができた｡今後の課題としては､アトラクタの階層構造の仕組みの解
明や､｢操作｣の工夫といったことが挙げられる｡
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